
決算特別委員会の主な審査状況・人事・請願・陳情の結果

第18号（7）

◆
一
般
会
計
決
算

決
算
全
般
に
つ
い
て

【
質
問
】
納
税
義
務
者
数
の
推

移
に
つ
い
て
ど
う
見
る
か
。

【
答
弁
】
納
税
義
務
者
数
は
全

体
の
8
割
が
給
与
所
得
者
だ

が
、
構
成
比
は
11
年
度
82
・

5
％
が
15
年
度
81
・
9
％
と

年
々
下
降
傾
向
。
段
階
別
で
は

200
万
円
以
下
が
14
年
度
か
ら
814

人
も
伸
び
て
い
る
。
雇
用
形
態

の
変
化
に
よ
り
賃
金
水
準
の
低

い
パ
ー
ト
労
働
者
が
増
加
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
特
命
随
意
契
約
が
345

件
と
多
い
が
、
ど
う
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
の
か
。

【
答
弁
】
契
約
は
競
争
入
札
が

原
則
で
あ
り
、
特
命
随
意
契
約

は
例
外
的
な
も
の
。
地
方
自
治

法
施
行
令
に
定
め
る
要
件
に
合

致
し
て
い
る
か
検
証
し
て
い
る

が
、一
層
厳
密
に
対
応
し
た
い
。

【
質
問
】
260
億
の
市
税
の
中
で

230
億
が
人
件
費
、
公
債
費
、
特

別
会
計
繰
出
金
に
充
て
ら
れ
て

い
る
。扶
助
費
、補
助
費
が
年
々

ふ
え
て
い
る
状
況
で
、今
後
ど

う
財
政
運
営
し
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
15
年
度
の
財
政
状
況

は
、
合
併
に
よ
る
交
付
税
に
支

え
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か

し
、
市
税
が
交
付
税
、
市
債
に

振
り
か
わ
っ
て
、
一
般
財
源
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
自
立
度

が
低
下
傾
向
に
あ
る
。
三
位
一

体
改
革
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、

ま
た
、
合
併
の
財
政
支
援
も
あ

と
6
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行

政
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
合
併
の
支
援
措
置
が
終
わ

っ
た
段
階
で
一
定
程
度
の
行
政

が
継
続
で
き
る
よ
う
自
立
化
を

図
り
た
い
。

【
質
問
】
納
税
義
務
者
は
6
万

3
千
人
台
で
推
移
し
、
課
税
額

は
毎
年
減
少
し
て
い
る
。
国
策

待
ち
で
は
な
く
、
西
東
京
市
と

し
て
の
対
応
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
地
方
税
法
と
い
う
大

き
な
枠
が
あ
り
、
税
制
改
革
に

期
待
す
る
以
外
市
と
し
て
の
抜

本
的
対
策
は
な
い
。
収
納
率
の

向
上
を
最
優
先
と
し
た
い
。
当

市
の
場
合
1
％
上
が
れ
ば
2
億

円
程
度
の
税
収
増
に
な
る
。

各
種
計
画
策
定
委
託
に
つ
い
て

【
質
問
】
計
画
策
定
の
委
託
先

が
計
画
の
骨
格
を
つ
く
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。
委
託
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
の
か
。

【
答
弁
】
業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
一
定
程
度
利
用
し
、
事
務

局
の
考
え
を
取
り
入
れ
、
策
定

委
員
会
で
市
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
市
と
し
て
の
計
画
を
つ
く

り
上
げ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
特
に
な
い
。

敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て

【
質
問
】
転
入
者
が
多
く
、予
算

流
用
し
て
い
る
が
、今
後
さ
ら

に
ふ
え
て
い
く
の
で
は
な
い

か
。現
金
給
付
は
適
切
な
の
か
。

【
質
問
】
下
水
道
使
用
料
は
合

併
の
際
に
低
い
方
に
合
わ
せ
た

が
、
全
市
民
に
か
か
わ
る
こ
と

か
ら
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

で
補
て
ん
し
て
い
る
。
し
か

し
、
市
民
が
直
接
使
用
に
か
か

わ
る
費
用
を
負
担
し
て
も
そ
れ

ほ
ど
違
わ
な
い
。
大
口
利
用
者

の
負
担
を
軽
く
し
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
般
財
源

繰
入
比
率
は
ど
の
く
ら
い
ま
で

認
め
る
か
。

【
答
弁
】
料
金
設
定
は
基
本
的

に
は
使
用
料
に
よ
っ
て
回
収
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
一
般

会
計
か
ら
の
財
政
硬
直
化
の
大

き
な
要
因
と
な
る
の
で
、
繰
り

出
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
慎
重

な
検
討
が
必
要
だ
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

11
月
8
日
の
臨
時
会
で
、
正

副
議
長
の
選
挙
、
議
会
運
営
委

員
の
選
任
等
を
行
い
ま
し
た
。

議
　
長
　
中
山
　
寛
子

副
議
長
　
倉
根
　
康
雄

議
会
運
営
委
員

保
谷
　
清
子

（
倉
根
康
雄
委
員
の
辞
任
に
よ
り
）

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計
決
算

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
老
人
保
健
（
医
療
）
特
別
会

計
決
算

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
決
算

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

採
択
さ
れ
た
も
の

○
西
東
京
市
立
中
学
校
に
通
級

指
導
学
級
の
早
期
開
設
を
求

め
る
陳
情
　
　
　
　
（
文
教
）

○(

仮
称)

こ
ど
も
の
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
障
害
児

支
援
の
陳
情
　
　
　
（
厚
生
）

○
女
性
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す

る
陳
情〈
趣
旨
採
択
〉（
厚
生
）

○
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
国
庫
負

担
堅
持
の
意
見
書
採
択
に
関

す
る
陳
情
　
　
　
　
（
厚
生
）

○
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
の
陳
情（

厚
生
）

○
住
吉
福
祉
会
館
の
建
て
か
え

及
び
こ
ど
も
の
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
等
の
合
築
に
関
す
る

住
民
参
加
の
陳
情
　
（
厚
生
）

○
ご
み
排
出
量
の
半
減
を
目
標

と
し
、「
ご
み
１
─
２
宣
言
」

を
求
め
る
陳
情
（
建
設
環
境
）

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
浜
岡
原
発
非
常
事
態
に
お
け

る
放
射
能
災
害
を
防
ぐ
こ
と

に
関
す
る
陳
情
（
建
設
環
境
）

○
「
浜
岡
原
発
非
常
事
態
」
に

お
け
る
放
射
能
災
害
対
策
に

関
す
る
陳
情
　
（
建
設
環
境
）

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の
縮

小
・
「
老
年
者
控
除
」
の
廃

止
の
中
止
と
定
率
減
税
の
廃

止
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め

る
陳
情
　
　
　
（
企
画
総
務
）

○
全
天
候
型
総
合
和
弓
場
の
設

置
に
関
す
る
請
願
　
（
文
教
）

○
補
助
金
支
給
に
関
す
る
陳
情

（
厚
生
）

○
「
東
京
都
三
多
摩
地
域
廃
棄

物
広
域
処
分
組
合
に
情
報
公

開
条
例
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
建
設
環
境
）

○
調
布
保
谷
線
整
備
に
お
け
る

住
環
境
保
全
に
関
す
る
陳
情

（
建
設
環
境
）

【
答
弁
】
敬
老
金
対
象
者
は
、

14
年
度
あ
た
り
ま
で
は
100
名
程

度
の
増
だ
っ
た
が
、
14
年
度
か

ら
15
年
度
は
280
名
、
8.0
％
増
、

15
年
度
か
ら
16
年
度
は
323
名
、

8.3
％
増
に
な
っ
て
い
る
。
公
団

の
建
て
か
え
等
の
特
殊
要
因
が

あ
る
が
、
今
後
と
も
現
行
制
度

を
維
持
す
れ
ば
、
金
額
的
に
も

増
傾
向
と
な
る
。

保
谷
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て

【
質
問
】
ス
ポ
ー
ツ
企
業
の
保

留
床
取
得
か
ら
の
撤
退
、
キ
ー

テ
ナ
ン
ト
の
撤
退
な
ど
複
雑
な

情
勢
で
、
保
留
床
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
事
業
決
定
前

に
、
早
々
と
公
益
施
設
導
入
を

決
め
た
こ
と
は
誤
り
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
事
業
を
進
め
る
に
は

決
定
す
る
時
期
が
重
要
な
要
素

で
あ
り
、
あ
る
時
期
に
決
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
質
問
】
出
店
意
向
か
ら
撤
退

ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
企
業
と
の
交

渉
経
過
記
録
を
市
が
持
っ
て
い

な
い
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

実
施
設
計
を
発
注
後
に
ス
ポ
ー

ツ
企
業
が
保
留
床
取
得
か
ら
撤

退
し
、
賃
貸
を
申
し
出
、
保
留

床
の
処
分
先
が
見
つ
か
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
を

と
る
と
い
う
姿
勢
が
な
い
。

【
答
弁
】
首
都
圏
不
燃
公
社
と

ス
ポ
ー
ツ
企
業
と
市
で
協
議
し

て
お
り
、
記
録
に
つ
い
て
は
不

燃
公
社
に
あ
る
。

【
意
見
】
ス
ポ
ー
ツ
企
業
に
立

ち
会
い
ま
で
さ
せ
て
6
千
万
円

の
実
施
設
計
を
し
て
い
る
の

に
、
や
め
た
こ
と
に
つ
い
て
何

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
も
な
い
の

か
。
ま
た
、
不
燃
公
社
に
任
せ

て
い
る
と
い
う
の
な
ら
責
任
を

と
ら
せ
る
べ
き
だ
。

【
意
見
】
事
務
執
行
は
リ
ス
ク

も
含
め
て
検
討
す
べ
き
も
の
。

ス
ポ
ー
ツ
企
業
と
の
交
渉
記
録

が
な
い
た
め
ス
ポ
ー
ツ
企
業
に

も
不
燃
公
社
に
も
請
求
で
き
ず

損
金
が
出
て
い
る
。
市
長
と
し

て
一
定
の
責
任
を
と
る
べ
き
だ
。

【
質
問
】
再
開
発
事
業
の
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

企
業
の
撤
退
に
よ
る
影
響
は
。

【
答
弁
】
商
業
施
設
と
し
て
ど

の
く
ら
い
便
益
が
あ
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
公
益
施
設
に

な
る
と
収
益
を
生
ま
な
い
の

で
、
費
用
対
効
果
の
バ
ラ
ン
ス

は
変
動
す
る
。
今
精
査
し
て
い

る
が
、
国
の
採
択
基
準
以
上
は

あ
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
備
蓄
の
基
準
、
方
針

は
あ
る
の
か
。

【
答
弁
】
備
蓄
の
基
準
は
特
に

な
い
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

災
害
備
蓄
計
画
で
は
、
罹
災
避

難
者
2
万
4
千
129
人
、
帰
宅
困

難
者
1
万
53
人
、
計
3
万
4
千

182
人
の
避
難
を
想
定
し
、
食

料
、
毛
布
、
粉
ミ
ル
ク
等
を
計

画
的
に
準
備
し
て
い
る
。
医
薬

品
関
係
に
つ
い
て
は
、
防
災
市

民
組
織
の
訓
練
で
消
防
署
等
と

一
緒
に
訓
練
し
て
い
る
。

学
校
選
択
制
に
つ
い
て

【
質
問
】
1
年
間
実
施
し
て
み

て
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

【
答
弁
】
15
年
度
は
小
学
校

5.1
％
、
中
学
校
3.7
％
、
16
年
度

は
小
学
校
4.4
％
、
中
学
校
6.9
％

が
学
区
域
以
外
の
学
校
を
選
択

し
、
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

決
算
特
別
委
員
会
の
主
な
審
査
状
況

一般会計 566億2,842万円 555億9,692万円 10億3,150万円 
 国民健康保険 135億6,082万円 132億1,274万円 3億4,808万円 
 下水道事業 45億5,835万円 45億1,302万円 4,533万円 
 受託水道事業 15億2,031万円 15億2,031万円 ― 
 中小企業従業員 
 退職金等共済事業

 1億2,583万円 1億2,094万円 489万円
 

 老人保健（医療）132億3,199万円 131億2,671万円 1億528万円 
 駐車場事業 2億2,671万円 2億972万円 1,699万円 
 介護保険 70億2,284万円 69億6,773万円 5,511万円 
 計 968億7,527万円 952億6,809万円 16億718万円 

平成15年度各会計の決算概要 
 会計名 収入済額 支出済額 収入支出差引額 

  市債 市が長期に借り入れたお金 
  繰入金 市の貯金（基金等）から繰り入れたお金 
  民生費 高齢･障害者の方、子どもへの福祉にかかる費用 
  土木費 道路･公園の整備などにかかる費用 
  総務費 市役所の運営、財産管理などにかかる費用 
  衛生費 保健衛生関係、ごみ収集、公害対策などにかかる費用 
  公債費 市債（長期の借金）の返済にかかる費用 

特
別
会
計 

予
算
科
目
の
説
明 

歳
入 

歳
出 

一般会計歳入 

一般会計歳出 
その他 
3.3%

消防費 
4.4%公債費  

6.4%

衛生費 
8.8%

教育費  
14.5%
教育費  
14.5%

総務費  
14.8%

民生費  
34.9%

市税  
46.7%

市債  
11.7%

その他  
7.9%

総務費  
14.8%

土木費  
12.9%

民生費  
34.9%総　額 

555億9,692万 

総　額 
566億2,842万 

国庫支出金 
 9.7%

都支出金  
8.6%

地方交付税  
6.6%

繰入金 3.8%

地方特例交付金 2.0%
地方消費税交付金 

 3.0%

市税  
46.7%

市債  
11.7%

その他  
7.9%

建築中の（仮称）西東京市体育館

請
願
・
陳
情
の
結
果

人
　
事
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会
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